
開
村
ま
で
の
経
緯

開
村
前
の
行
政
事
情 

　
明
治
二
年
七
月
、
北
海
道
に
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
、
同
年
八
月
に
は
蝦
夷

地
を
北
海
道
と
改
称
す
る
と
と
も
に
、
全
道
を
十
一
国
八
十
六
郡
に
区
画

し
、
初
め
て
北
海
道
の
行
政
区
画
が
定
め
ら
れ
た
。
な
お
、
開
拓
使
が
置
か

れ
る
以
前
は
こ
の
地
域
を
東
蝦
夷
地
と
称
す
る
の
み
で
、
国
郡
や
町
村
の
区

画
も
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
明
治
六
年
十
二
月
に
は
各
郡
管
下
町
村
を
定
め
、
支

安
平
川
お
よ
び
合
流
点
以
南
の
安
平
川
を
境
界
と
し
て
、
左
岸
（
南
東
部
）

は
勇
払
村
に
、
右
岸
（
北
西
部
）
は
植
苗
村
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
明
治
十
二
年
七
月
、
郡
区
町
村
編
成
法
が
施
行
さ
れ
、
町
村
に
戸
長
が
置

か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
地
域
に
勇
払
外
五
郡
郡
役
所
が
苫
小
牧
村
に

設
置
さ
れ
、
翌
十
三
年
三
月
に
は
勇
払
郡
各
村
戸
長
役
場
を
苫
小
牧
村
に
設

け
、
勇
払
村
と
植
苗
村
も
そ
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
二
十
八
年
に
鵡
川
外
七
か
村
が
苫
小
牧
戸
長
役
場
管
下
か

ら
分
村
独
立
し
て
戸
長
役
場
を
設
置
し
、
同
三
十
年
に
は
厚
真
村
が
分
村
し

戸
長
役
場
を
設
置
し
た
。
し
か
し
、
早
来
・
追
分
両
地
区
の
戸
口
数
は
苫
小

牧
村
を
上
回
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
な
が
ら
苫
小
牧
戸
長
役
場
の
管
轄
下
に
置

か
れ
て
い
た
。

鉄
道
の
開
通
と
開
基 

　
明
治
二
十
二
年
に
創
立
し
た
北
海
道
炭
礦
鉄
道
株
式
会
社
は
、
空
知
・
夕

張
の
炭
田
を
大
々
的
に
開
発
す
る
た
め
、
新
た
に
室
蘭
を
石
炭
移
出
港
に
選

定
し
て
、
室
蘭
‐
岩
見
沢
‐
空
知
太
（
現
・
砂
川
市
）
間
の
鉄
道
と
、
こ
の

路
線
か
ら
分
岐
し
て
夕
張
・
空
知
の
両
炭
鉱
に
達
す
る
支
線
の
鉄
道
敷
設
許

可
を
得
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
に
鉄
道
建
設
の
話
を
聞
い
て
い
た
植
苗
村
美
々
（
現
・
苫
小

牧
市
美
沢
）
の
佐
々
木
駒
吉
・
ヤ
エ
夫
妻
は
、
鉄
道
沿
線
付
近
で
農
耕
な
ど

に
適
し
た
フ
モ
ン
ケ
の
地
を
適
地
と
考
え
、
同
年
秋
、
フ
モ
ン
ケ
地
区
に
安

平
村
の
開
基
と
な
る
最
初
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
た
。

第
一
回　

安
平
村
が
開
村
す
る
ま
で

▲勇払村・植苗村と分村区域図
（明治33年分村のころ）

　令和９年度の町史発刊にあたり、私たちの先
人たちが築いてきた歩みを振り返り、町民の皆
様に理解と愛着を持ってもらうため、今月号か
ら広報紙を通じて、これまでの町の歴史を紹介
します。

　

翌
二
十
三
年
に
着
工
し
た
室
蘭
線
鉄
道
建
設
工
事
が
進
み
、
二
十
五
年
八

月
、
室
蘭
線
鉄
道
の
開
通
と
と
も
に
追
分
停
車
場
が
開
業
。
ま
た
、
二
年
後
の

二
十
七
年
八
月
に
は
早
来
停
車
場
も
開
業
し
、
鉄
道
や
輸
送
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
鉄
道
運
輸
の
便
を
得
て
密
林
の
伐
採
木
は
林
産
資
源
と
な
り
、
そ
の
関
係

者
や
農
業
開
拓
を
行
う
移
住
者
の
入
地
が
増
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
運
輸
・
交

通
の
要
衝
と
し
て
産
業
集
積
が
進
み
、
追
分
・
早
来
両
駅
前
に
市
街
地
が
形
成

さ
れ
た
。

安
平
村
の
開
村

　

室
蘭
線
鉄
道
の
開
通
に
よ
る
早
来
・
追
分
両
地
区
へ
の
入
地
者
の
増
加
と
産

業
の
発
展
に
伴
い
、
戸
長
役
場
か
ら
数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
あ
る
と
い

う
行
政
上
の
支
障
や
住
民
の
不
便
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
間
に
も
分
村
独
立
に
よ

る
地
元
へ
の
戸
長
役
場
設
置
の
要
望
は
切
実
な
も
の
が
あ
っ
た
。
当
局
に
お
い

て
も
そ
の
必
要
性
を
認
め
、
明
治
三
十
三
年
六
月
一
日
、
早
来
を
中
心
と
す
る

勇
払
村
の
一
部
と
追
分
を
中
心
と
す
る
植
苗
村
の
一
部
を
割
き
、
こ
れ
ら
を
合

わ
せ
て
安
平
村
が
開
村
し
、
早
来
に
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と

同
時
に
、
北
海
道
庁
所
属
の
小
林
久
太
が
戸
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
年

四
月
一
日
に
室
蘭
支
庁
第
一
課
長
の
荒
川
定
造
が
初
代
戸
長
に
任
命
さ
れ
た
。

　令和９年度の安平町史発刊にあたり、町史編さん
作業の進捗状況などをお知らせします。

問合せ　総務課町史編さん室　☎ ㉒ 2511

町史編さん室だより
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